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１.本市の人口推移
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本市の人口は、既に減少傾向にあり、人口減少や少子化・高齢化に対応したコンパクトな
まちづくりを推進するため、令和5年度に「富田林市立地適正化計画」を策定

表 人口推移と将来見通し
補注：富田林市立地適正化計画より抜粋

図2  将来人口分布図（H27(2015)年）
補注：都市構造可視化計画、地理院地図を使用

図1 総人口の増減率（ H27(2015)→R27(2045)年）
補注：富田林市立地適正化計画より抜粋

図3 将来人口分布図（R27(2045)年）
補注：都市構造可視化計画、地理院地図を使用

近鉄喜志駅周
辺と比較すると南
海金剛駅、富田
林駅周辺の総人
口の減少が著し
い。

立体的に可視化
することで、視覚
的に理解しやすい。



２.富田林市立地適正化計画
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居住誘導区域の設定
市街化区域のうち、
①生活利便性が確保される区域
②公共交通徒歩圏として、鉄道駅から概ね500m

バス停から概ね300mの区域

都市機能誘導区域（４か所）の設定
「富田林市都市計画マスタープラン」で、都市拠

点と位置付けられている3拠点及び地域拠点（商業
エリア（金剛東地域））の区域において、主に用途
地域が商業地域、近隣商業地域となっている区域を
中心とした区域

居住誘導区域及び都市機能誘導区域（鉄道駅周辺）について分析・検証

図 居住誘導区域、都市機能誘導区域及び誘導施設
補注：富田林市立地適正化計画概要版より抜粋



3.市内各鉄道駅周辺（居住誘導区域内）の比較
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G空間情報センター（https://front.geospatial.jp）から大阪府H27年度都市計画基礎調
査（土地利用）のデータを活用。同データをもとに、空き地率分布図（KML形式）を作成し、居
住誘導区域内にある市内６駅周辺（概ね500m範囲）を可視化
空き地率については、町丁目全体面積のうち、都市計画基礎調査の土地利用区分における「自

然的土地利用」及び「都市的土地利用（その他の空地）」を足した面積の割合を算出

補注：Image©2023 Airbus、Google Earthを使用 補注：Image©2023 Airbus、Google Earthを使用

空き地率分布図（近鉄喜志駅周辺） 空き地率分布図
（近鉄富田林駅・富田林西口駅周辺）

●近鉄喜志駅周辺は、近鉄富田林駅・富田林西口駅周辺と比較すると、居住誘導区域内に空き地率が30
～40%の区域が多く、土地利用、高密度化の余地がある。
●近鉄富田林駅周辺については、駅に近接している区域に、空き地率が20～30％の区域がある。この区域
は、現状駐車場が多く、土地利用の余地がある。

居住誘導区域

居住誘導区域



3.市内各鉄道駅周辺（居住誘導区域内）の比較
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補注：Image©2023 Airbus、Google Earthを使用 補注：Image©2023 Airbus、Google Earthを使用

補注：Image©2023 Airbus、Google Earthを使用

空き地率分布図（近鉄川西駅周辺） 空き地率分布図（近鉄滝谷不動駅周辺）

空き地率分布図（南海滝谷駅周辺）

●近鉄川西駅周辺については、駅に近接している
区域に、空き地率が30～40%の区域があり、土地
利用、高密度化の余地がある。
●近鉄滝谷不動駅周辺については、一部で空き地
率が40～50%、70～80%の区域があり、土地利
用、高密度化の余地がある。
●南海滝谷駅周辺については、大半が空き地率
30～40%の区域であり、土地利用、高密度化の
余地がある。

居住誘導区域 居住誘導区域

居住誘導区域



4.都市機能誘導区域における誘導施設の比較
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本市立地適正化計画では、誘導施設として、市民ニーズが高い施設として、スーパーマーケット等
の商業施設を設定している。
⇒ 各都市機能誘導区域内における「1飲食料品小売店夜間人口×夜間人口」を比較

（色：1飲食料品小売店夜間人口、高さ：夜間人口）

補注：都市構造可視化計画、地理院地図を使用

南海金剛駅周辺の方が、
近鉄喜志駅周辺よりも夜
間人口が多い区域があるが、
飲食料品小売店がない。

⇒ 南海金剛駅周辺は、
第一種中高層住居専用地
域であり、今後の土地の有
効活用のため、用途地域の
見直しや容積率の緩和など
の検討も課題

：各都市機能誘導区域



5.本研修を受けて感じたこと、今後のデータ活用について
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〇本研修を受けて感じたこと
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・様々なデータを重ね合わすことができるので、グラフや表など数字だけでは分かり
づらい情報も視覚的に理解しやすくなると感じた。
・Google Earthがあれば、簡単に可視化できるが、庁内ネッワークセキュリティの
関係で、個人PCで利用することが難しい。
・KML形式のデータ作成について、都市計画基礎調査データのように、データの
項目が多い場合、変換作業等が容易ではないため、都市構造可視化サイトに
データ化されていれば、活用しやすいと感じた。

〇今後のデータ活用について

・各種計画策定（改定）時に、庁内検討会議や住民説明会等において、可
視化ツールを活用していきたい。
・都市計画基礎調査や市独自のデータ（空き家調査など）を可視化して、開
発事業者など土地利用を検討している方に向けたサービスの提供に活かしたい。
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富田林観光ガイド（2023.02発刊）抜粋


